


分科会での活動内容 及び 期待される成果
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◼ 分科会での活動内容

◼ 期待される成果

活動１：問題点及び課題の洗い出し。（随時）
活動２：求められる物流ネットワークシステムの全体像について随時検
討

活動３：標準化（ソフトとハード）の規格 の検討

・インターフェースにおける他システムとの互換項目について
・他業界及び海外へのサービス提供について

活動４：データ基盤とAI（人工知能）の考え方及び情報伝搬方法
について

活動５：具現化への検討 ／物流拠点と機能について（国内）・初
動期の物流インフラの創出方法について・開発等のコストについて

○効率化による大幅な物流コストの削減と省力化によるスムーズな物
流体制が実現 ○貨物の一局集中から平準化を実現 ○物流各社の
交差輸配送の解消（労働環境改善や排気ガスの削減） ○荷主は
既存物流インフラをシェアを可能に ○ビッグデータの活用で国際競争力
が向上 ○緊急物資の即時輸送、見守り、緊急情報の即時伝搬など
、物流ネットワークを核に、様々な安全安心へのサービスを提供が可能。

活動１：令和３年４月〜令和４年１月 （メール・web・集合会議

時）

活動２：４月〜７月（メール・web・集合会議）

活動３：８月〜１０月（メール・web・集合会議時）

活動４：１１月（メール・web・集合会議時）

活動５：１２月〜令和４年１月
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今年度の
活動

活動の
メインテーマ

○既存の異なったシステム間をスムースに接続（ネットワーク）するインターフェースの考察及び検討
○既存の物流インフラ（特にハード面）を横断的にシャアするための仕組みの考察及び検討
○国内（世界）の物流基幹ネットワークシステムとしての機能の考察と検討
○緊急時の物流網の機能の考察と検討

解決したい
課題

○物流関係業界の労働力の減少への対応
○物流交通網の整理によるの交差輸配送の現状解消（長距離及び地域）
○情報化・効率化・省力化された物流網を自治体が有効な社会資源として活用活用
○実用化への諸課題解消への取組


